
羽衣駅周辺整備基本計画（案）・概要版

第１章 基本方針

• 本基本計画の対象区域は、右図の３つのエリアとする。

• 基本構想コンセプト：「居心地の良い賑わいとなりわいが健幸を育む ひととまちが交わる魅力づくり拠点」

１．前提条件 （対象区域、基本構想および上位計画での位置づけ）等

（２） 上位計画・関連計画

（１） 対象区域

＜関連事業＞
◼ 羽衣駅前地区第一種市街地再開発事業
◼ 南海本線・高師浜線（高石市）連続立体交差事業

その他の上位計画・関連計画

＜上位計画＞
◼ 第５次高石市総合計画（R3.3）
◼ 高石市都市計画マスタープラン（改訂版）（R4.4）
◼ 高石市立地適正化計画（R4.1）
◼ 第2期高石市まち・ひと・しごと創生総合戦略（R2.3）
◼ 羽衣駅・高師浜線周辺地区バリアフリー基本構想

（R5.3）
◼ 高石市みどりの基本計画（H29.2）

３．目標とコンセプト ～羽衣らしさを大切にしたまちづくり～

ー １ ー

（２） コンセプト ～“羽衣らしさ”とは～

羽衣駅周辺整備基本構想（R5.3）

【方向性①】歩きたくなるまちをつくる
➢ 安全で歩きやすいみちづくり
➢ 回遊性を生む小さな拠点づくり
➢ ひととまちが出会う仕組みと仕掛けづくり

【方向性②】健幸になるまちをつくる
➢ 居心地がよく、長居したくなる場づくり
➢ 身体を動かしたくなる仕掛けづくり
➢ ひとが輝く交流と活躍の場と機会づくり

① 公共的な空間と遊休資源の活用
② 浜寺公園の魅力のとりこみ
③ 地域に根ざしたひと中心の魅力創造
④ 高石駅と羽衣駅の連携と共生

視
点

方
向
性

周辺交通 南海羽衣駅/JR東羽衣駅

周辺の公共施設 浜寺公園・羽衣国際大学・パンセ羽衣

都市計画等 近隣商業地域・高度利用地区
（建蔽率80％ ・ 容積率300～400％） 等

ハザードマップ 津波浸水想定区域

２．羽衣駅周辺の特性と課題

（１） 羽衣駅周辺地域の特性

（２） 取り組むべき地域課題

（１） 事業目標

① “羽衣らしさ”の再構築 ～まずは市民のQOLの向上
羽衣の魅力を再認識できる “まちとの接点”を形成することを通して、市民の生活の質を高めることが優先課題。

② 学生や就業者にも配慮したまちづくり ～急行停車駅にふさわしい環境づくり
通学する学生や臨海部の就業者などと市民が交流する滞留空間の整備が喫緊の課題。

③ 「人」をつなぐ機会の創出 ～質の高い公共空間を維持・発展させる体制づくりへ
滞留空間が交流を育むための、人と人をつなぐコトを企画・運営する仕組みや組織形成が課題。

④歩きたくなる街へ ～歩行者を優先しながら自動車での利便性も確保
歩行者の安心と快適性、自動車の利便性も確保した、玄関口として望ましい目標像の形成が課題。

羽衣駅周辺の課題
羽衣駅周辺の魅力

学校が多い
文教地区

魅力的なお店がある

鉄道での交通利便性が
高い

日常生活は便利

人が温かく、
まちがきれい

自転車は便利

住民が愛着を
もつ住みやすい住環境

「高級」な
空気感がある

魅力ある浜寺公園が近い、
歴史あるまち

まちづくりの
視点

アイデン
ティティ

文化性

快適性

利便性

駐輪場が少ない、駐車場がない

学生のたまり場・居場所
がない

浜寺公園の魅力を活かしきれていない

利便性はあるが
店舗の活気・賑わいがない

古い建物、空き店舗が多い

静かにしなくてはいけない
空気感がある

羽衣通りは
狭く危険で、
歩きにくい 通学路の交通量が多く、危険

羽衣駅周辺の課題

安全性

羽衣らしさを
大切にした
まちづくり

コトづくり

「羽衣に住んでいて良かった」
と再認識する市民の割合が増える

「羽衣はいいまちですね」と言われる機会が増える
羽衣の人は「すごい」と相互認識する出会いと交流の機会をつくる

駅前広場が「好きな場所No.1」と考える市民が増える
「（羽衣に）住み続けたい」市民が増える

目標１：上質な空間整備と空間価値の継続的な向上
（空間づくり）

・駅前広場等の整備
・空間価値を継続的に向上する仕組みづくり

目標2 “羽衣らしい”シーンの創出
（コトづくり）

・市民同士が交流する機会を増やす
・羽衣に訪れる人の滞留時間を延長し、市民との
交流を促す機会を増やすコトづくりに取り組む

目標3“羽衣らしさ”の構築と発信
(ヒトづくり) 

・羽衣にしかない情報やコトを発信

（３） 羽衣駅周辺整備における基本方針

羽衣への市民の愛着・想い
・羽衣の将来について熱く議論する市民（ワークショップ）
・「羽衣が好き」と誇りをもって発言する住民
・自発的に道を掃き清める市民

羽衣のアイデンティティ
・浜寺海水浴場など多くの人が訪れた歴史
・天兆閣などで客人をもてなした誇り
・白砂清松をイメージした東広場と花時計が
あった記憶

過去から現在に伝わる資産
・高級な空気感や落ち着いた街並み
・みどり豊かな浜寺公園
・南海電鉄の急行停車駅やJR西日本の
ターミナル駅がある交通利便性

他地域にはない、羽衣にしかない価値
市民の記憶と心に受け継がれた

目に見えない価値
浜寺公園等に伝承された

目に見える価値＋

“羽衣らしさ”を継承・発展する
ために必要な空間と環境を用意し、
人がつながる仕組みをつくる

上質・本物
（しつらい）

優しさ・心地よさ
（もてなし）

協働と挑戦
（ふるまい）

羽衣らしさ

羽衣らしさの再構築

“羽衣らしさ” を
構築するための基本方針

駅前広場等＋高架下

人と人の交流を促す
機会と場の創出

北ヤード 羽衣通り

居心地の良い
滞留空間の整備

体験価値を高める
機能の導入

駅から拡がる、歩いて
楽しいまちづくり

人で賑わう交流空間＋
羽衣の情報発信(イベント等)

緑がある居心地の良い
滞留空間

イベント(マルシェ等)
店舗等の誘導(高架下)

市民が求める
公共性の高い機能の誘導

沿道の賑わい創出
(魅力ある店舗等)

浜寺公園と駅をつなぐ
シンボル通り＋安心安全な歩道

羽衣のゲートにふさわしい
アイコン（シンボルツリー等）

羽衣を回遊する仕掛
(シェアサイクル等)

学生や就業者も利用できる
滞留空間

市民と学生や就業者が
交流できる機会

コミュニティ形成の機会
（歩行者天国等）

市が整備する
駅前広場で実現

官民連携事業
により実現

利害関係者が協同する
エリアマネジメント
組織により実現

方針１

方針２

方針３

方針４

休憩スペースの確保
（ベンチ等）

まちづくりの戦略
（実現の方法）

【当面の整備】 【整備の方向性】
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“新しい組織”の設置
継続的な協力体制の形成
魅力形成の担い手の出現

羽
衣
駅
周
辺
で
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト

駅前広場での質の高い維持管理

羽
衣
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画

駅前広場運営を
考える会
PART１

(“上質”の実現)

駅前広場の整備

駅前広場
の完成

令和10年度中
駅前広場供用

駅前広場
運営を
考える会
PART２

(コトづくり)

“新しい組織”
づくり
に向けた
準備組織

北ヤード

の完成

公共空間の

管理運営

事業要件の

整理

事業手法の

設定
整備

民間事業者との

連携

エリマネ組織の

設置準備

羽衣通り

道路空間改良

利害関係者と

市との対話

整備計画等

の作成
整備

駅
前
広
場

北
ヤ
ー
ド

羽
衣
通
り

ヒ
ト
づ
く
り
と

コ
ト
づ
く
り

波及
連携

空
間
づ
く
り

波及
連携

ヒトづくり・コトづくり空間づくり凡例：

1st_STEP 2nd_STEP 3rd_STEP

(ヒトづくり)

実施設計

駅前広場での質の高い維持管理

民間事業者

との連携

エリアマネジメント組織の

設置準備

整備

（駅前広場＋周辺道路）

駅

前

広

場

利害関係者と

市との対話

整備計画等

の作成
整備

北ヤード

の完成

公共性の高い機能・

空間の管理運営

事業要件

の整理

事業手法の設定

（民間事業者募集等）
整備

羽衣通り

(道路空間改良)

北
ヤ
ー
ド

羽
衣
通
り

羽
衣
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画

羽
衣
駅
周
辺
で
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト

令和10年度中に

駅前広場供用

愛着あるシンボル空間

目的のある交流空間

市民が求める公共性の高い機能

「羽衣」を感じられる風景

まちなか回遊の起点

情報発信

羽
衣
ら
し
さ

• 社会教育：図書館分館、市民の生涯学習の場、住民がリスキリ
ングができる場、スポーツ施設

• 子育て支援：保育所、学童保育、子供の遊び場、勉強できる場

• 新産業創出：臨海部の企業との連携、スタートアップ支援 、シェ
アオフィス、コワーキングスペース、チャレンジショップ

• 交流拠点：大学など多様な人との交流の場、自由に使える広場、
イベント開催、オープンカフェ

• 情報発信：コミュニティFM、ギャラリー

• 交通利便性：駐車場

機能や空間のあり方整備に関する基本的な考え方 具体的なアイデア

第2章 駅前広場及び周回道路の基本整備プラン

第3章 北ヤード及び羽衣通り整備の方向性

第4章 まちづくりの戦略

• 駅の東西に２つの広場を設置し、駅周辺に人が集まり滞留し交流が生まれる「歩いて楽しい」空間を整備する。

北ヤード 羽衣通り

◼ 羽衣への愛着度を増すシンボリックな空間へ
⚫ 整備の方向性（案）
- 市民と学生や就業者が交流できる機会の創出
- 学生や就業者も利用できる滞留空間の整備
- 市民が求める公共性の高い機能の誘導
- 羽衣を回遊する仕掛づくり

◼ 公共性の高い機能や空間の要件は市民ニーズを踏ま
える

◼ 官民連携による事業推進 ～市有地を有効活用した
まちづくりの推進～

◼ 浜寺公園と羽衣駅をつなぐシンボル通りとしての整備
を検討
⚫ 浜寺公園を貴重な地域資源として取り込む
⚫ 歩行者の安全性の確保を第一に羽衣通りを歩車共
存道路として再整備する

◼ 沿道の賑わいを創出する魅力ある店舗等の誘導
⚫ エリアマネジメントによりシンボル通りとしてふさわしい
風景を創出する

⚫ 社会実験等の実施を通じて利害関係者が協働する
体制を中長期的に整える

◼ 市民ワークショップで議論した北ヤードのあり方と具体的なアイデア

１．事業スケジュール

２．「新しい組織」づくりに向けた取組み

３．駅前広場等の整備を起点とするコトづくりとヒトづくり～段階的整備の進め方～

• 駅前広場は令和１０年度中
の供用をめざす。

• 北ヤードは官民連携による
事業推進を想定し、事業要
件の整理を進める。

• 羽衣通りは地権者等との対
話をふまえ整備の具体化
に向けた検討を進める。

• 中長期的に羽衣駅周辺全
域でのエリアマネジメントに
取組む。

基本計画
駅前広場＋周辺道路

実施設計
駅前広場＋周辺道路

工事
駅前広場の供用

（運営および維持管理）

課題は組織づくり
（誰が目標を達成するのか）

目標の設定
（何をすれば成功なのか）

3. 羽衣らしさの構築と発信
「羽衣はいいまちですね」と
言われる機会が増える

2. 羽衣らしいシーン創出

 市民が「好きな場所No,1」
となる（ファンが多い）

1. 上質な空間整備と空間価値
の継続的な向上

 「羽衣に住んで良かった」
と思う風景をつくる

管理運営体制
（官-市民連携）

3. 情報発信

 空間を活用したコンテン
ツづくりの情報発信

 知名度、関心度の向上
（SNSの活用など）

2. 体験価値を高める仕掛け

 人で賑わう交流空間とな
るための機会の企画・実
施（イベントなど）

1. 質の高い維持管理

 樹木等の自然の成長管理

 いつもきれいで清潔

高石市

「新しい組織」

指定管理者など

ワークショップ
から発展した
グループ

組織づくりに向けた準備

◼ 事業目標を達成するための課題と「新しい組織」の必要性• 事業目標を達成するために
は市民の想いを実現する
「新しい組織」が必要

1. 上質な空間のための質
の高い維持管理

2. 羽衣らしいシーンを創出
するための体験価値を高
める仕掛け

3. “羽衣らしさ”を発信する
ための情報発信

• 駅前広場の供用までの期
間に「新しい組織」を構築す
る準備に取り組む

• 管理運営手法と高架下の
機能誘導

• 1st_STEP
✓ 駅周辺整備の
確実な第一歩
となる駅前広
場の整備 ～
“上質”の実現

• 2nd_STEP
✓ 駅前広場の交
流空間を活用
したコトづくり

• 3rd_STEP
✓ 羽衣駅周辺全
域の目標達成
を担うヒトづくり

“新しい組織”の設置
継続的な協力体制の形成
魅力形成の担い手の出現
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考える会
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(“上質”の実現)

駅前広場の整備

駅前広場
の完成

令和10年度中
駅前広場供用
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ヒトづくり・コトづくり空間づくり凡例：

1st_STEP 2nd_STEP 3rd_STEP

(ヒトづくり)

❶駅前広場（西側）
羽衣シェードが広場と道路の境界となって「羽衣」を象徴する

シーンを演出

❷自由通路の西側出
口から右手方向
シンボルツリーの足元にあ

る水盤で子どもたちが遊

んでいる様子を親がベン

チに座って見守っている

❸舗装された広場
バスを待つ人や芝生広場

の風景を楽しむ人が居心

地よく過ごせる空間を創

出

❹駅前広場（東側）
道路側と駅舎側に列植し

た樹木と広場の顔になる

ベンチで構成する落ち着

いた滞留空間

❺駅前広場（西側）
芝生広場
人が集まり気持ちよく過ご

し羽衣シェードの下では羽

衣駅から帰ってくる家族を

ベンチに座って迎える❶

❷❸

❹

❺


